
近
木
圭
之
介

ち 

か

き

け 

い

す 

け

の

下関市
（1912～2009）

　

明
治
四
十
五
年
、
福
井
県
で
生
ま
れ
る
。
七

歳
の
と
き
、
父
の
本
家
近
木
家
の
養
子
と
し
て

長
府
（
現
・
下
関
市
長
府
中
土
居
本
町
）
に
移
る
。

　

二
十
歳
の
秋
、
自
由
律
俳
句
を
提
唱
す
る
荻

原
井
泉
水
主
宰
の
俳
誌
『
層
雲
』
に
入
会
。
昭

和
八
年
三
月
、
大
山
澄
太
に
誘
わ
れ
て
小
郡
の

其
中
庵
に
山
頭
火
を
訪
ね
た
こ
と
か
ら
、
以
後

約
八
年
間
、
山
頭
火
と
の
親
交
が
続
き
、
有
名

な
山
頭
火
の
後
ろ
姿
の
写
真
を
撮
影
し
た
人
と

し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
七
千
句
に
及
ぶ
俳
句

作
品
は
極
め
て
知
的
な
深
い
味
わ
い
を
持
っ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
永
唯
夫
）

【
主
な
著
作
】

　

詩
集
『
近
木
圭
之
介
詩
抄
』（
昭
和
60
年
）

　

句
集
『
ケ
イ
ス
ケ
句
抄
』（
層
雲
社
、
昭
和
61
年
）

　

詩
画
集
『
近
木
圭
之
介
詩
画
集
』（
第
一
出
版
、
平
成
17
年
）

俳
句


